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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第25期中 第26期中 第25期

会計期間
自　2025年１月１日
至　2025年６月30日

自　2026年１月１日
至　2026年６月30日

自　2025年１月１日
至　2025年12月31日

売上高 （千円） 36,998 20,820 83,678

経常損失（△） （千円） △623,969 △576,215 △1,051,813

中間（当期）純損失（△） （千円） △651,162 △610,611 △1,104,101

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 2,152,299 2,813,469 2,256,326

発行済株式総数 （株） 34,666,419 39,319,219 35,557,719

純資産額 （千円） 1,512,848 1,773,979 1,268,381

総資産額 （千円） 1,912,989 2,084,835 1,655,840

１株当たり中間（当期）純損失

（△）
（円） △18.78 △15.93 △31.82

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 78.5 84.5 76.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △473,043 △566,236 △988,976

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △717 △46,358 △26,717

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △4,375 1,085,951 200,304

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 1,656,163 1,792,266 1,318,909

（注）１　当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり中間（当

期）純損失であるため記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社を有していないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日において当社が判断したものであります。

(1）当中間会計期間末において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」からの重要な変更はありません。

 

(2）当社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象または状況その他の提

出会社の経営に重要な影響を及ぼす事象

　当社は、2025年12月８日に発行した第25回新株予約権の行使による資金調達の実施等により、当中間会計期間末

の手元資金（現金及び預金）残高は1,792,266千円となり、財務基盤については安定的に推移しております。

　一方で、事業面におきましては細胞シート再生医療事業の重要課題である細胞シート再生医療第１号製品の早期

事業化に向けて、現在、第３相試験まで進行しておりますが、現時点において当該製品の承認取得及び収益化に至

る具体的な目途が確定するまでには至っておりません。以上のことから、当社は当中間会計期間末において、引き

続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在していると判断しております。

　当社は当該状況の解消を図るべく、引き続き以下の施策に取り組んでおります。

 

当社細胞シート再生医療第１号製品の早期事業化の実現と事業提携の推進による収益機会の獲得

　当社は、今後、同種軟骨細胞シートの開発を推進し、当社細胞シート再生医療第１号製品の早期事業化を実現す

ること、また事業提携先の開拓を通じて、更なる収益機会を獲得していくことで当該状況の解消を図ってまいりま

す。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(１）経営成績の状況

　当中間会計期間におけるわが国経済は、高水準の賃上げを背景とした雇用・所得環境の改善により、個人消費等

に緩やかな持ち直しの動きが見られました。一方で、世界経済は、米国の通商・外交政策の動向や中東情勢をはじ

めとする地政学的リスクの長期化に加え、為替相場の変動やエネルギー価格の高止まりが国内物価に与える影響な

ど、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような環境の下、当社は前事業年度末に発行した第25回新株予約権の行使等を通じた安定的な財務基盤の確

保に努めるとともに、継続的なコスト削減による財務体質の強化を図りつつ、中核である再生医療支援事業及び細

胞シート再生医療事業の推進に注力いたしました。

　この結果、当中間会計期間における売上高は20,820千円（前年同期比16,178千円の減少）、営業損失は570,958

千円（前年同期比52,312千円の減少）、経常損失は576,215千円（前年同期比47,753千円の減少）、中間純損失は

610,611千円（前年同期比40,550千円の減少）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　再生医療支援事業(細胞培養器材、製造受託など)

　細胞培養器材事業では、国内市場における器材製品の拡販に向けた取り組みとして、2026年５月20日から22

日に開催された「再生医療EXPO 東京2026」に展示ブースを出展し、器材製品およびそのアプリケーションに

ついて、来場者へ幅広い情報発信を行いました。また、Thermo Fisher Scientific Inc.を通じて販売を行っ

ている海外市場においては、政治的・地政学的な混乱の長期化に伴う売上低迷の早期回復と販売の更なる拡大

を目指し、2026年７月８日から11日までカナダのモントリオールにて開催された「ISSCR 2026（国際幹細胞学

会）」でのブース出展および細胞シートCMC開発部による研究発表に向けた準備を進めました。さらに、主要

販売代理店を通じて収集した国内ユーザーの購入動向やアプリケーション情報を分析し、市場の新たなニーズ

を反映した製品開発及び販売に向けた活動を継続するとともに、従来の広告宣伝やDM送付等の手法に代わる、

より効果的なプロモーション施策の準備や実施に注力いたしました。

　再生医療受託事業では、再生医療等安全性確保法に基づく特定細胞加工物製造許可及び薬機法に基づく再生

医療等製品製造業を取得した細胞培養センター（CPC）において、CDMO（開発・製造受託機関）として各種

サービスを提供しております。当中間会計期間においては、前述の「再生医療EXPO 東京2026」においても、

器材製品の展示と並行して再生医療CDMOとしての事業活動を積極的に紹介し、来場者と今後のビジネス機会の

創出や案件化に向けた有益な意見交換を行うことができました。引き続き、医療機関や企業からの新規受託案

件の獲得に注力してまいります。

　以上のような活動の結果、売上高は16,342千円（前年同期比18,780千円の減少）、営業損失は72,309千円

（前年同期比12,906千円の増加）となりました。
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②　細胞シート再生医療事業

　細胞シート再生医療事業では、同種軟骨細胞シートである再生医療等製品の自社開発を中心とした研究開発

を推進しております。

　同種軟骨細胞シート（CLS2901C）につきましては、2023年９月20日に独立行政法人医薬品医療機器総合機構

（PMDA）へ第３相試験の治験届を提出いたしました。その後、2025年10月９日付で開示いたしました「同種軟

骨細胞シート（CLS2901C）第３相試験における症例登録に関するお知らせ」のとおり、第１例目の症例登録を

完了しており、現在も計画に従い順調に試験を進行しております。なお、本試験の詳細や進捗につきまして

は、適宜jRCT（https://jrct.mhlw.go.jp/latest-detail/jRCT2033230587）において情報を更新しておりま

す。

　また、当該製品の開発や安定的な製造体制の維持・品質確保を目的として、細胞培養センター（CPC）の定

期メンテナンスを実施いたしました。

　加えて、知的財産基盤の強化に関しましては、2026年５月26日付「当社の特許に関するお知らせ」にて開示

いたしましたとおり、「細胞培養物、細胞培養物の評価方法、細胞培養物の製造方法、及び軟骨様組織形成特

性評価用マーカー」に関する日本特許が登録されたほか、「細胞シート小片、該細胞シート小片を収容した注

射器、該細胞シート小片の製造方法及びその使用方法」に関する日本特許出願について特許査定を受けまし

た。当社は今後も引き続き、事業競争力の源泉となる知的財産権の取得・活用に注力してまいります。

　事業提携活動につきましては、事業化の加速及び将来の同種軟骨細胞シートの販売体制構築に向けて、複数

の企業との提携や共同研究契約の締結を目指し、積極的な活動を継続しております。

　以上のような活動の結果、売上高は4,477千円（前年同期比2,602千円の増加）、営業損失は364,306千円

（前年同期比84,353千円の減少）となりました。

 

(２）財政状態の分析

（資産）

　当中間会計期間末の流動資産は、前事業年度末に比べて430,370千円増加し、1,951,887千円となりました。これ

は、現金及び預金が473,356千円増加したことなどによります。

　当中間会計期間末の固定資産は、前事業年度末に比べて1,375千円減少し、132,948千円となりました。これは、

投資その他の資産が1,375千円減少したことによります。

　この結果、当中間会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて428,995千円増加し、2,084,835千円となりまし

た。

（負債）

　当中間会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べて60,605千円減少し、187,531千円となりました。これ

は、未払金が70,624千円減少したことなどによります。

　当中間会計期間末の固定負債は、前事業年度末に比べて15,998千円減少し、123,324千円となりました。これ

は、長期借入金が16,044千円減少したことなどによります。

　この結果、当中間会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて76,603千円減少し、310,856千円となりまし

た。

 

（純資産）

　当中間会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べて505,598千円増加し、1,773,979千円となりました。こ

れは、新株予約権の行使による株式の発行により資本金及び資本剰余金がそれぞれ557,143千円増加した一方で、

中間純損失を610,611千円計上したなどによります。

 

(３）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べて

473,356千円増加し1,792,266千円となりました。当中間会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以

下のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において営業活動に使用した資金は566,236千円（前年同期比93,192千円の支出増）となりまし

た。これは、税引前中間純損失609,466千円を計上したことなどによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間会計期間において投資活動に使用した資金は46,358千円（前年同期比45,640千円の支出増）となりまし

た。これは、有形固定資産の取得による支出46,358千円によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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　当中間会計期間において財務活動の結果獲得した資金は1,085,951千円（前年同期比1,090,326千円の獲得増）と

なりました。これは、長期借入金の返済による支出16,044千円、新株予約権の行使による株式の発行による収入

1,101,995千円によるものです。

 

(４）研究開発活動

　当中間会計期間における当社が支出した研究開発費の総額は363,133千円であります。

　なお、当中間会計期間において当社の研究開発活動に重要な変更はありません。
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３【重要な契約等】

　当中間会計期間において、当社が新たに締結を行った重要な契約等は以下のとおりであります。

契約相手 契約書名 契約内容 契約期間

学校法人　東京女子医科

大学

共同研究契約書 細胞シート工学の実用化に向けた研

究の共同実施に関する契約

2026年４月１日から2027

年３月31日まで

国立研究開発法人　国立

成育医療研究センター

覚書 商業利用に対応した多指（趾）症手

術切除検体を軟骨再生シートの事業

化に向け安定的に供給することを目

的とした検体の採取・提供に関する

原契約の有効期間（2022年７月１日

から2023年６月30日まで）を延長す

る契約

2022年７月１日から2027

年６月30日まで（原契約

である検体の採取・提供

に関する契約書の有効期

間）
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2026年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2026年８月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 39,319,219 39,423,819
東京証券取引所

グロース市場

完全議決権株式であり権利

内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式で

あります。なお、単元株式

数は100株であります。

計 39,319,219 39,423,819 － －

（注）「提出日現在発行数」には、2026年８月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　第26回新株予約権

決議年月日 2026年４月14日取締役会決議

付与対象者の区分及び人数（名）
取締役６

従業員38

新株予約権の数（個）※ 2,382

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数

（株）※
普通株式 238,200 (注)１

新株予約権の行使時の払込金額（円）※ 247 (注)２

新株予約権の行使期間 ※
自 2028年４月15日

至 2036年４月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式

の発行価格及び資本組入額（円）※

発行価格     415 (注)２

資本組入額   208 (注)３

新株予約権の行使の条件 ※ （注）４

新株予約権の譲渡に関する事項 ※
新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を要する

ものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事

項 ※
（注）５

※　新株予約権証券の発行時（2026年５月18日）における内容を記載しております。

 

(注)１　本新株予約権１個あたりの目的である株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、当社普通株式100株

とする。なお、付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを

含む。以下同じ。）または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる

調整は、本新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についての

み行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合その他付与株

式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整されるものとする。

２　本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、１株あたりの払込金額（以下、「行使価額」とい

う。）に、付与株式数を乗じた金額とする。行使価額は247円とする。なお、本新株予約権の割当日後、当
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社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端数

は切り上げる。

調整後行使価額　＝　調整前行使価額　×
1

分割（または併合）の比率

 

また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株

式の処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自

己株式の移転の場合を除く。）等、行使価額の調整を必要とする場合には、次の算式により行使価額を調

整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。

 

     

既 発 行
株 式 数 ＋

新 規 発 行
株 式 数

×
１ 株 あ た り
払 込 金 額

 
調 整 後
行 使 価 額

＝
調 整 前
行 使 価 額

×
新規発行前の１株あたりの時価

 既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式に係る発行済株式総数から当社普通株式に

係る自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式に係る自己株式の処分を行う場合には、「新規発

行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。さらに、上記のほか、本新株予約権の割

当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他これらの場合に準じて行使価額の調整

を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価額の調整を行うことができるものとする。

３　(1)本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円未満の端数が生じ

たときは、その端数を切り上げるものとする。

(2)本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記(１)記載の資

本金等増加限度額から、上記(１)に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

４　(1)新株予約権者は、本新株予約権の権利行使時においても、当社または当社関係会社の取締役または従業

員であることを要する。ただし、任期満了による退任、その他正当な理由があると取締役会が認めた場

合は、この限りではない。

(2)新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

(3)本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過することと

なるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

(4)各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

(5)新株予約権者が当社の取締役である場合、当該取締役である新株予約権者が行使できる本新株予約権の

個数は、下記の算式により算出される個数を上限とする。計算の結果１個未満の端数が生じたときは、

その端数を切り捨てるものとする。

ア　当社が、当社の自社開発品による再生医療等製品の厚生労働省への製造販売承認申請を行うまでは、

当該新株予約権者に割り当てられた本新株予約権の５分の１

イ　上記アの製造販売承認申請完了後、当該製造販売承認申請再生医療等製品について、当社が厚生労働

省の製造販売承認を取得するまでは、当該新株予約権者に割り当てられた本新株予約権の個数の２分

の１

ウ　当社が上記イの製造販売承認を取得した後は、当該新株予約権者に割り当てられた本新株予約権全て

５　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移

転（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合において、組織再編行為の効力発生日

に新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会

社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとす

る。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契

約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとす

る。

(1)交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2)新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3)新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、(注)１に準じて決定する。

(4)新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
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交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のう

え(注)２で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上記（３）に従って決定され

る当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5)新株予約権を行使することができる期間

行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から行使期間の末日までとす

る。

(6)新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

(注)３に準じて決定する。

(7)譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

(8)その他新株予約権の行使の条件

(注)４に準じて決定する。

(9)その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。

 

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

当中間会計期間において、行使価額修正条項付新株予約権に係る新株予約権が次のとおり行使されておりま

す。

第25回新株予約権

 
中間会計期間

（2026年１月１日から
2026年６月30日まで）

当該期間に権利行使された当該行使価額修正条項付新株

予約権付社債券等の数（個）
37,615

当該期間の権利行使に係る交付株式数（株） 3,761,500

当該期間の権利行使に係る平均行使価額等（円） 295.83

当該期間の権利行使に係る資金調達額（千円） 1,112,781

当該期間の末日における権利行使された当該行使価額修

正条項付新株予約権付社債券等の数の累計（個）
46,528

当該期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予

約権付社債券等に係る累計の交付株式数（株）
4,652,800

当該期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予

約権付社債券等に係る累計の平均行使価額等（円）
283.80

当該期間の末日における当該行使価額修正条項付新株予

約権付社債券等に係る累計の資金調達額

（千円）

1,320,480

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2026年１月１日～

2026年６月30日（注１）
3,761,500 39,319,219 557,143 2,813,469 557,143 661,170

（注）　１．第25回新株予約権（37,615個）の行使による増加であります。

２．2026年７月１日から2026年７月31日までの間に、第25回新株予約権の行使により、発行済株式総数が

104,600株、資本金及び資本準備金がそれぞれ11,314千円増加しております。

 

EDINET提出書類

株式会社セルシード(E24158)

半期報告書

10/25



（５）【大株主の状況】

2026年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式

（株）

発行済株式（自己

株式を除く。）の

総数に対する所有

株式数の割合

（％）

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番２１号 553,400 1.40

上田八木短資株式会社 大阪市中央区高麗橋２丁目４－２ 530,000 1.34

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 442,964 1.12

日新精器株式会社 広島市南区東雲２丁目１３番１５号 380,000 0.96

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１丁目１３－１ 359,661 0.91

ＪＰモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７－３ 283,800 0.72

西田　博行 兵庫県姫路市 200,000 0.50

佐原　淳 神奈川県相模原市 150,000 0.38

大日本印刷株式会社 東京都新宿区加賀町１丁目１番１号 147,100 0.37

BNYM SA/NV FOR BNYM FOR BNY GCM CLIENT

ACCOUNTS M ONE CHURCHILL PLACE, LONDON,

E14 5HP UNITED KINGDO

LSCB RD

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ銀行）

ONE CHURCHILL PLACE, LONDON, E14 5HP

UNITED KINGDOM

（東京都千代田区丸の内１丁目４番５号）

140,789 0.35

計 － 3,187,714 8.10
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2026年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 100 －
権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 39,288,300 392,883 同上

単元未満株式 普通株式 30,819 － 同上

発行済株式総数  39,319,219 － －

総株主の議決権  － 392,883 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式56株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2026年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

株式会社セルシード 東京都江東区青海二丁目５番10号 100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

（注）当社は、自己株式のうち、単元未満の自己株式を56株所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　中間財務諸表の作成方法について
　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以

下、「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第一種中間財務諸表を作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2026年１月１日から2026年６月30日

まで）に係る中間財務諸表について、けやき監査法人による期中レビューを受けております。

 

３　中間連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１　【中間財務諸表】

(1)　【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2025年12月31日）
当中間会計期間
（2026年６月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,318,909 1,792,266

売掛金 6,829 11,237

商品及び製品 23,207 39,789

仕掛品 1,432 5,451

原材料及び貯蔵品 54,134 45,666

その他 117,002 65,319

貸倒引当金 － △7,843

流動資産合計 1,521,516 1,951,887

固定資産   

投資その他の資産 134,323 132,948

固定資産合計 134,323 132,948

資産合計 1,655,840 2,084,835

負債の部   

流動負債   

買掛金 357 8,960

未払金 190,260 119,635

１年内返済予定の長期借入金 27,504 27,504

賞与引当金 4,394 4,720

その他 25,620 26,711

流動負債合計 248,136 187,531

固定負債   

長期借入金 105,412 89,368

資産除去債務 33,911 33,956

固定負債合計 139,323 123,324

負債合計 387,459 310,856

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,256,326 2,813,469

資本剰余金 104,027 661,170

利益剰余金 △1,104,101 △1,714,713

自己株式 △227 △227

株主資本合計 1,256,025 1,759,699

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,607 2,098

評価・換算差額等合計 1,607 2,098

新株予約権 10,748 12,181

純資産合計 1,268,381 1,773,979

負債純資産合計 1,655,840 2,084,835
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(2)　【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

当中間会計期間
（自　2026年１月１日
至　2026年６月30日）

売上高 36,998 20,820

売上原価 22,653 9,377

売上総利益 14,344 11,442

販売費及び一般管理費   

研究開発費 ※１ 451,208 ※１ 363,133

その他 ※２ 186,406 ※２ 219,267

販売費及び一般管理費合計 637,615 582,400

営業損失（△） △623,270 △570,958

営業外収益   

受取利息 1,100 1,500

受取手数料 － 259

受取支援金収入 － 1,200

その他 18 29

営業外収益合計 1,119 2,989

営業外費用   

支払利息 978 841

新株発行費 － 7,382

為替差損 839 22

その他 － 1

営業外費用合計 1,817 8,246

経常損失（△） △623,969 △576,215

特別利益   

新株予約権戻入益 － 264

特別利益合計 － 264

特別損失   

減損損失 26,717 33,515

特別損失合計 26,717 33,515

税引前中間純損失（△） △650,687 △609,466

法人税、住民税及び事業税 475 1,145

法人税等合計 475 1,145

中間純損失（△） △651,162 △610,611
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(3)　【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

当中間会計期間
（自　2026年１月１日
至　2026年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純損失（△） △650,687 △609,466

減損損失 26,717 33,515

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 7,843

受取利息 △1,100 △1,500

支払利息 978 841

株式報酬費用 － 3,201

新株発行費 － 7,382

新株予約権戻入益 － △264

売上債権の増減額（△は増加） 35,350 △4,407

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,667 △12,131

差入保証金の増減額（△は増加） △15,000 △700

その他の流動資産の増減額（△は増加） 24,082 53,191

仕入債務の増減額（△は減少） △5,972 8,602

未払金の増減額（△は減少） 133,022 △53,321

前受金の増減額（△は減少） △33 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △253 326

その他の流動負債の増減額（△は減少） △16,041 2,228

小計 △470,605 △564,659

利息の受取額 932 1,270

利息の支払額 △1,115 △981

法人税等の支払額 △2,254 △1,867

営業活動によるキャッシュ・フロー △473,043 △566,236

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △229 △46,358

無形固定資産の取得による支出 △488 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △717 △46,358

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △4,375 △16,044

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 1,101,995

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,375 1,085,951

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △478,136 473,356

現金及び現金同等物の期首残高 2,134,299 1,318,909

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,656,163 ※ 1,792,266
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（中間貸借対照表関係）

当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。

当中間会計期間末における当座貸越契約に係る借入金未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

（2025年12月31日）
当中間会計期間
（2026年６月30日）

当座貸越極度額 100,000千円 100,000千円

借入実行残高 －千円 －千円

　差引額 100,000千円 100,000千円

 

（中間損益計算書関係）

※１　研究開発費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

当中間会計期間
（自　2026年１月１日
至　2026年６月30日）

研究開発費   

給与手当 50,664千円 60,093千円

賞与 11,369千円 15,198千円

賞与引当金繰入額 2,212千円 2,790千円

消耗品費 13,960千円 23,685千円

業務委託費 51,584千円 70,801千円

 

※２　その他の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

当中間会計期間
（自　2026年１月１日
至　2026年６月30日）

役員報酬 18,090千円 25,020千円

給与手当 35,115千円 37,996千円

賞与 8,686千円 9,267千円

賞与引当金繰入額 1,761千円 1,930千円

支払報酬 35,769千円 19,035千円

特許関連費 5,155千円 10,818千円

貸倒引当金繰入額 －千円 7,843千円

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 
前中間会計期間

（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

当中間会計期間
（自　2026年１月１日
至　2026年６月30日）

現金及び預金 1,656,163千円 1,792,266千円

現金及び現金同等物 1,656,163千円 1,792,266千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

当社は、2025年３月25日開催の定時株主総会の決議により、2025年５月２日付で資本金667,087千円、資本準

備金1,798,967千円をそれぞれ減少しその他資本剰余金に振替え、振替後のその他資本剰余金2,466,054千円の

全額を繰越利益剰余金に振替えることにより欠損填補に充当しました。

以上の結果、当中間会計期間末における資本金は2,152,299千円、資本剰余金は0円となっております。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2026年１月１日　至　2026年６月30日）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

当中間会計期間において、新株予約権の行使により、資金調達を実施いたしました。この結果、当中間会計

期間末において資本金が557,143千円、資本剰余金が557,143千円増加し、資本金が2,813,469千円、資本剰余金

が661,170千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

中間
損益計算書
計上額
（注）２

 
再生医療支援
事業

細胞シート
再生医療事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 35,123 1,875 36,998 － 36,998

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 35,123 1,875 36,998 － 36,998

セグメント損失（△） △59,402 △448,659 △508,062 △115,208 △623,270

（注）１　セグメント損失（△）の調整額△115,208千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に経営管理部門に係る費用であります。

２　セグメント損失は、中間損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「再生医療支援事業」セグメントにおいて26,000千円、各報告セグメントに配分していない全社資産にお

いて717千円の固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当中間会計期

間においては、26,717千円であります。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2026年１月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

中間
損益計算書
計上額
（注）２

 
再生医療支援
事業

細胞シート
再生医療事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 16,342 4,477 20,820 － 20,820

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 16,342 4,477 20,820 － 20,820

セグメント損失（△） △72,309 △364,306 △436,616 △134,342 △570,958

（注）１　セグメント損失（△）の調整額△134,342千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に経営管理部門に係る費用であります。

２　セグメント損失は、中間損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントに配分していない全社資産において、固定資産の減損損失を計上しております。な

お、当該減損損失の計上額は、当中間会計期間においては、33,515千円であります。
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（収益認識関係）

当社の顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

前中間会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

（単位：千円）

セグメント
一時点で

移転される財

一定の期間にわたり

移転される財
合計

再生医療支援事業 35,123 － 35,123

細胞シート再生医療事業 1,875 － 1,875

合計 36,998 － 36,998

 

当中間会計期間（自　2026年１月１日　至　2026年６月30日）

（単位：千円）

セグメント
一時点で

移転される財

一定の期間にわたり

移転される財
合計

再生医療支援事業 12,942 3,400 16,342

細胞シート再生医療事業 4,477 － 4,477

合計 17,420 3,400 20,820

 

 

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間会計期間

（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

当中間会計期間
（自　2026年１月１日
至　2026年６月30日）

１株当たり中間純損失（△） △18円78銭 △15円93銭

（算定上の基礎）   

中間純損失（△）（千円） △651,162 △610,611

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純損失（△）（千円） △651,162 △610,611

普通株式の期中平均株式数（千株） 34,666 38,338

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、

前事業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり中間純損失であるた

め、記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　当社が2025年12月８日に発行した第25回新株予約権につき、2026年７月１日から2026年７月31日までの間に、

以下のとおり行使されました。

 

（1）新株予約権行使の概要

　①　新株予約権の名称

　　　株式会社セルシード第25回新株予約権

　②　行使価格

　　　１株当たり207円～226円

　③　行使新株予約権数

　　　1,046個

　④　行使者

　　　バークレイズ・バンク・ピーエルシー（Barclays Bank PLC）

　⑤　交付株式数

　　　104,600株

　⑥　行使価格総額

　　　22,587千円

 

（2）当該新株予約権行使による発行済株式数及び資本金

　①　増加する発行済株式数

　　　104,600株

　②　増加する資本金の額

　　　11,314千円
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２【その他】

（訴訟）

　当社は、2024年２月６日付で三顧股份有限公司（MetaTech(AP)Inc.、以下、「MetaTech」という。）から下記

のとおり、訴訟の提起を受け、現在係争中です。

１．訴訟が提起された裁判所及び年月日

（１）訴訟が提起された裁判所：東京地方裁判所

（２）訴訟が提起された年月日：2024年２月６日

（３）訴状受領日：2024年３月７日

２．訴訟を提起した者の概要

（１）名称：三顧股份有限公司（MetaTech(AP)Inc.）

（２）所在地：台湾 新北市

（３）代表者：楊 弘仁

３．訴えの概要及び訴訟の目的の価額

（１）訴えの概要：契約上の地位確認等請求事件

（２）訴訟の目的の価額：548万5,500円

４．訴訟の原因及び提起されるに至った経緯

　当社は、MetaTechと細胞シート再生医療事業に関する台湾での独占的事業提携契約を締結しておりましたが、

2023年12月18日付けで、上記独占的事業提携契約の条項に則り、契約関係を解消しました。MetaTechは、訴状に

おいて、当該契約解消の無効を主張し、当該契約上の当事者の地位にあることの確認を求めております。

５．今後の見通し

　当社は、MetaTechの訴えとは法的見解を異にしており、今後、訴訟において適切に対応してまいります。当該

訴訟による当社業績への影響等は現時点では合理的に見積もることは困難であることから、中間財務諸表には反

映されておりません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書 

 

2026年８月12日

株式会社 セルシード

取締役会　御中

 

けやき監査法人

 東京都中央区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 牧　野　　和　博

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安　田　　秀　志

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セル

シードの2026年１月１日から2026年12月31日までの第26期事業年度の中間会計期間（2026年１月１日から2026年６月30日

まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記につ

いて期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して、株式会社セルシードの2026年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期

間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認めら

れなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定

を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注

記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務

諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日

までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性が

ある。
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・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していない

と信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 
(注) １　上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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